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こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
刊
行
し
た
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡

概
報
（
十
七
）
』
（
二
〇
〇
三
年
一
　
一
月
。
以
下
、
前
号
と
略
す
）
以
後
、
二
〇
〇

三
年
度
に
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
行
な
っ
た
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
木

簡
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
を
収
録
す
る
。
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
①
飛
鳥
藤

原
第
一
二
八
次
（
藤
原
宮
朝
堂
院
地
区
）
、
②
同
第
一
二
九
次
（
石
神
遺
跡
第
一
六

次
）
の
各
調
査
で
あ
る
。

　
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
度
以
前
に
実
施
し
た
調
査
の
う
ち
、
③
飛
鳥
藤
原
第
一

一
五
次
（
藤
原
京
左
京
七
条
一
坊
西
南
坪
、
二
〇
〇
一
年
度
）
、
④
山
田
寺
第
一

次
（
一
九
七
六
年
度
）
、
同
第
二
次
（
一
九
七
七
～
七
八
年
度
）
、
同
第
四
次
（
一
九

八
二
年
度
）
、
同
第
七
次
（
一
九
八
九
年
度
）
、
同
第
八
次
（
一
九
九
〇
年
度
）
、
⑤

飛
鳥
寺
南
方
の
調
査
（
一
九
八
四
年
度
）
、
⑥
飛
鳥
寺
南
方
遺
跡
第
一
・
三
次
（
一

九
九
二
年
度
）
、
⑦
飛
鳥
藤
原
第
一
〇
四
次
（
山
田
道
第
八
次
、
一
九
九
九
年
度
）

の
各
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
も
収
録
す
る
。
③
は
す
で
に
前
号
ま
で
で
取
り
上

げ
て
い
る
が
、
本
号
で
は
未
報
告
分
の
一
部
に
つ
い
て
追
加
報
告
す
る
。
④
⑥

は
こ
の
た
び
機
会
を
得
て
追
加
調
査
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
従
来
の
公
表
デ
ー

タ
を
改
め
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
本
号
で
取
り
上
げ
る
。
⑤
⑦
は
従
来
未
報

告
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
以
上
の
出
土
木
簡
は
す
で
に
一
部
を
次
の
刊
行
物
で
報
告
し
て
い
る
。

①
②
『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
四
』
（
二
〇
〇
四
年
。
以
下
『
紀
要
二

〇
〇
四
』
と
略
す
）
。
③
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
十
六
）
』

（
二
〇
〇
二
年
。
以
下
、
本
誌
十
六
号
と
略
す
）
、
前
号
。
④
本
誌
七
号
（
第
四
次

出
土
分
、
一
九
八
三
年
）
、
本
誌
＋
号
（
第
七
・
八
次
出
土
分
、
一
九
九
一
年
）
、

『
奈
良
文
化
財
研
究
所
学
報
第
六
三
冊
　
山
田
寺
発
掘
調
査
報
告
』
（
二
〇
〇
二

年
。
以
下
『
学
報
』
と
略
す
）
、
『
紀
要
二
〇
〇
四
』
。
⑥
本
誌
十
一
号
。
い
ず

れ
も
、
今
後
は
本
概
報
に
拠
ら
れ
た
い
。

一
、
木
簡
の
出
土
地
点
と
状
況

第
一
二
八
次
調
査
（
藤
原
宮
朝
堂
院
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｊ
Ｇ
地
区
　
二
〇
〇
三
年
四
月
～
七
月

　
一
九
九
九
年
度
よ
り
継
続
し
て
い
る
藤
原
宮
大
極
殿
院
・
朝
堂
院
地
区
に
お

け
る
学
術
調
査
の
六
回
目
で
あ
る
。
調
査
位
置
は
朝
堂
院
回
廊
東
南
隅
に
あ
た

る
。
調
査
の
主
な
目
的
は
、
朝
堂
院
南
北
規
模
の
確
定
、
朝
集
殿
院
区
画
施
設

の
検
出
、
お
よ
び
朝
堂
院
回
廊
と
朝
集
殿
院
区
画
施
設
の
接
続
部
の
様
相
解
明

で
あ
る
。
調
査
区
の
規
模
は
東
西
・
南
北
と
も
に
三
二
ｍ
で
、
調
査
面
積
は
Ｉ

〇
二
四
�
。
以
下
、
検
出
し
た
遺
構
の
概
略
を
記
す
（
図
１
）
。

　
〔
朝
堂
院
区
画
施
設
〕
朝
堂
院
東
面
回
廊
Ｓ
Ｃ
九
〇
一
〇
、
南
面
回
廊
Ｓ
Ｃ
九

八
一
〇
を
検
出
し
た
。
い
ず
れ
も
礎
石
建
ち
複
廊
で
、
柱
間
寸
法
は
桁
行
約
四

・
二
ｍ
（
一
四
尺
）
、
梁
行
約
三
・
〇
ｍ
（
一
〇
尺
）
。
東
面
回
廊
と
南
面
回
廊
が

接
続
す
る
隅
部
分
二
間
四
方
の
柱
間
は
約
三
・
〇
ｍ
（
一
〇
尺
）
と
な
る
。

　
〔
朝
集
殿
院
区
画
施
設
〕
朝
集
殿
院
の
東
限
施
設
は
当
初
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
九
八

四
五
で
あ
っ
た
が
、
後
に
礎
石
建
ち
複
廊
Ｓ
Ｃ
九
八
四
〇
に
建
て
替
え
ら
れ
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
前
半
の
掘
立
柱
塀
は
、
朝
堂
院
東
面
回
廊
の
棟
通
り
を
南

に
延
長
し
た
位
置
で
検
出
し
た
。

１－・



　
後
半
の
回
廊
Ｓ
Ｃ
九
八
四
〇
は
、
東
側
柱
筋
が
前
半
の
掘
立
柱
塀
と
同
じ
位

置
に
設
け
ら
れ
た
た
め
、
朝
堂
院
東
面
回
廊
よ
り
も
西
ヘ
ー
間
分
ず
れ
て
い
る
。

柱
間
寸
法
は
桁
行
約
三
・
〇
ｍ
（
一
〇
尺
）
、
梁
行
約
三
こ
（
ｍ
（
こ
一
尺
）
で
あ

る
。
な
お
、
朝
堂
院
南
面
回
廊
と
の
取
り
付
き
部
分
の
み
、
桁
行
の
柱
間
寸
法

が
約
二
・
七
ｍ
（
九
尺
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
〔
区
画
施
設
周
囲
の
溝
〕
朝
堂
院
・
朝
集
殿
院
区
画
施
設
の
周
囲
に
は
、
大
き

く
分
け
て
下
層
と
上
層
の
二
時
期
の
溝
が
廻
る
。
下
層
の
溝
の
堆
積
土
中
に
は
、

木
材
の
は
つ
り
屑
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
る
。
下
層
の
溝
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
後
、

瓦
・
土
器
小
片
を
含
む
土
で
一
帯
が
整
地
さ
れ
、
上
層
の
溝
が
掘
ら
れ
る
。
上

層
の
溝
は
、
朝
堂
院
・
朝
集
殿
院
回
廊
の
雨
落
溝
で
あ
る
。

　
下
層
の
溝
と
し
て
は
、
朝
堂
院
東
面
回
廊
の
東
で
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
、

朝
堂
院
南
面
回
廊
の
南
で
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
六
、
北
で
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一

七
を
検
出
し
た
。
い
ず
れ
も
素
掘
り
溝
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
は
、
朝
堂
院
回
廊
と
朝
集
殿
院
区
画
施
設
の
取
り
付
き
付
近

よ
り
南
に
は
な
く
、
東
か
ら
流
れ
て
き
た
溝
が
こ
の
位
置
で
北
に
折
れ
る
。
規

模
は
幅
約
二
・
五
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
五
ｍ
だ
が
、
屈
折
部
付
近
と
石
敷
Ｓ
Ｘ
九

八
一
三
（
後
述
）
付
近
で
は
深
さ
約
〇
・
二
～
〇
・
二
五
ｍ
と
浅
く
、
氾
濫
原
状

に
広
が
る
。
堆
積
土
中
に
は
、
は
つ
り
屑
・
檜
皮
・
瓦
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
瓦

に
は
、
打
ち
欠
い
た
よ
う
な
角
の
鋭
い
細
片
や
、
使
用
痕
跡
の
あ
ま
り
み
ら
れ

な
い
完
形
に
近
い
も
の
な
ど
、
建
物
造
営
中
な
い
し
は
造
営
直
後
の
廃
棄
瓦
と

み
ら
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
周
辺
に
お
い
て
造
営
工
事
が
行
な
わ
れ
た

状
況
を
示
し
て
い
る
。
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Å
　
Ｓ
Ｄ
九
八
一
六
は
、
朝
堂
院
南
面
回
廊
南
雨
落
溝
付
近
の
下
層
で
検
出
し
た
。

規
模
は
幅
約
〇
・
六
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
三
ｍ
。
攬
乱
に
よ
り
明
瞭
で
は
な
い
も

の
の
、
東
は
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
に
つ
な
が
る
と
み
ら
れ
る
。
西
は
調
査
区
西
端
あ

た
り
で
途
切
れ
る
。

　
Ｓ
Ｄ
九
八
一
七
は
、
朝
堂
院
南
面
回
廊
北
雨
落
溝
付
近
の
下
層
で
検
出
し
た
。

規
模
は
幅
約
一
二
一
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
一
～
〇
・
三
五
ｍ
。
東
端
は
緩
く
広
が

２－・



り
、
若
干
北
へ
曲
が
り
な
が
ら
途
切
れ
る
。
な
お
、
第
一
二
〇
・
コ
ー
五
次
調

査
で
は
、
こ
の
北
に
接
続
す
る
と
み
ら
れ
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
八
〇
（
東
面
回
廊

西
雨
落
溝
付
近
の
下
層
溝
）
を
朝
堂
院
東
第
二
堂
付
近
の
回
廊
西
側
で
検
出
し
て

い
る
が
、
本
調
査
で
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

　
〔
石
敷
遺
構
ほ
か
〕
調
査
区
の
東
辺
、
朝
堂
院
東
面
回
廊
の
東
側
で
、
東
西
に

延
び
る
石
敷
Ｓ
Ｘ
九
八
一
三
を
検
出
し
た
。
幅
約
二
・
五
ｍ
で
、
拳
大
の
河
原

石
お
よ
び
瓦
小
片
を
敷
く
。
石
敷
の
下
層
で
は
、
素
掘
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
四

を
検
出
し
た
。
規
模
は
幅
三
ｍ
以
上
、
石
敷
上
面
か
ら
の
深
さ
は
約
〇
・
二
五

～
〇
・
四
ｍ
を
測
る
。
こ
の
溝
は
人
為
的
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
お
り
、
埋
立
後

に
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
が
掘
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
を
埋
め
、

周
辺
の
整
地
を
行
な
っ
た
後
、
石
敷
Ｓ
Ｘ
九
八
一
三
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
石
敷
の
性
格
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
先
行
す
る
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
匹
・
Ｓ

Ｄ
九
八
一
五
に
よ
る
低
湿
地
盤
上
面
の
舗
装
と
も
考
え
ら
れ
る
。
石
敷
の
位
置

は
東
面
回
廊
南
端
か
ら
第
三
間
日
に
相
当
し
て
い
る
。
石
敷
が
通
路
的
な
性
格

を
も
つ
舗
装
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
回
廊
の
こ
の
位
置
に
通
用
門
が
開
い
て
い

た
と
想
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

　
〔
木
簡
〕
木
簡
は
全
て
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
九
八
一

五
の
堆
積
土
は
大
き
く
三
層
に
分
か
れ
る
。
最
下
層
は
自
然
木
と
少
量
の
瓦
片

を
含
む
暗
青
灰
色
～
灰
色
の
粘
土
、
第
二
層
は
木
屑
を
多
量
に
含
む
暗
灰
色
～
・

暗
灰
褐
色
の
粘
質
土
、
最
上
層
は
造
営
時
の
廃
棄
瓦
を
多
量
に
含
む
明
茶
～
檀

灰
色
の
粘
質
土
で
あ
る
。
木
麓
の
大
部
分
は
第
二
層
か
ら
の
出
土
で
、
調
査
区

北
辺
付
近
の
溝
西
岸
に
集
中
し
て
い
る
。
整
理
中
の
た
め
出
土
総
数
は
未
確
定

だ
が
、
五
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
出
土
点
数
に
つ
い
て
は
、
次

号
で
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
荷
札
木
簡
が
少
な

く
、
文
書
・
帳
簿
木
簡
が
多
い
。
形
態
的
に
は
削
屑
が
多
く
、
出
土
量
の
九
割

以
上
を
占
め
る
。

　
年
紀
を
記
す
木
簡
は
、
血
5
6
「
戊
寅
年
」
（
天
武
七
年
〈
六
七
八
〉
）
、
気
５
「
大
宝
元

年
」
〈
七
〇
一
〉
、
気
３
「
大
宝
二
年
」
〈
七
〇
二
〉
、
気
２
「
大
宝
三
年
」
（
七
〇
三
〉
の
四
点

を
確
認
し
た
。
地
名
表
記
は
「
郡
」
「
里
」
が
圧
倒
的
に
多
い
。
「
評
」
は
気
ム
四
一
の
み
、

「
五
十
戸
」
も
気
5
6
に
可
能
性
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
七
世
紀
の
も
の
が
ご
く
一

部
含
ま
れ
る
が
、
大
半
は
大
宝
年
間
を
中
心
と
す
る
八
世
紀
初
頭
の
も
の
で
、

短
期
間
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　
木
簡
の
内
容
は
、
仕
丁
や
衛
士
に
関
係
す
る
と
推
定
で
き
る
も
の
が
多
く
、

特
に
衛
士
に
関
す
る
も
の
が
目
立
つ
。
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
を
埋
め
立
て
た

後
の
整
地
土
は
、
一
部
が
朝
堂
院
回
廊
基
壇
の
位
置
ま
で
及
ん
で
お
り
、
回
廊

の
一
部
は
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
埋
立
後
、
す
な
わ
ち
大
宝
三
年
以
降
に
完
成
し
た
か
、

も
し
く
は
基
壇
に
及
ぶ
改
造
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
が
機
能
し
て
い
た
時
期
に
周
辺
で
何
ら
か
の
造
営
工
事

が
進
行
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
の
埋

立
後
、
こ
れ
と
重
な
る
位
置
に
石
敷
Ｓ
Ｘ
九
八
一
三
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
付
近
が
朝
堂
院
に
出
入
り
す
る
通
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
地
区
に
お
け
る
衛
士
の
任
務
に
つ
い
て
は
、

造
営
工
事
の
労
働
力
と
し
て
の
使
役
、
朝
堂
院
区
画
施
設
の
警
備
と
い
う
両
面

か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
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第
一
二
九
次
調
査
（
石
神
遺
跡
第
一
六
次
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｍ
Ｄ
地
区
　
二
〇
〇
三
年
七
月
～
二
〇
〇
四
年
一
月

　
石
神
遺
跡
に
お
け
る
学
術
調
査
の
第
一
六
次
で
あ
る
。
第
一
三
～
一
五
次
調

査
に
よ
っ
て
、
本
調
査
地
は
石
神
遺
跡
の
主
体
と
な
る
施
設
群
の
外
側
に
あ
た

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
調
査
区
は
第
一
五
次
調
査
地
の
北
側
に
あ
た
り
、

面
積
は
六
七
三
�
。
阿
倍
山
田
道
の
検
出
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
調
査
を
進
め

た
。
以
下
、
石
神
遺
跡
の
既
往
の
調
査
所
見
に
も
と
づ
く
時
期
区
分
（
Ａ
～
Ｃ

期
）
に
従
っ
て
、
検
出
し
た
遺
構
の
概
略
を
記
す
（
図
２
・
図
３
）
。

　
〔
Ａ
期
〕
七
世
紀
前
半
～
中
頃
。
第
一
五
次
調
査
区
と
同
様
、
全
域
に
沼
沢
地

Ｓ
Ｘ
四
〇
五
〇
が
広
が
る
。
建
物
や
溝
な
ど
の
工
作
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

古
墳
時
代
か
ら
一
貫
し
て
沼
沢
地
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

　
〔
Ｂ
期
〕
七
世
紀
後
半
。
Ａ
期
の
沼
沢
地
を
埋
め
立
て
て
整
地
し
、
南
北
溝
な

ど
が
設
け
ら
れ
る
段
階
。
堆
積
の
状
況
か
ら
二
時
期
に
細
分
で
き
る
。

Ｂ
雨
期
　
沼
沢
地
の
埋
立
後
、
溝
・
土
坑
・
石
敷
な
ど
が
設
け
ら
れ
る
時
期
。

　
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
は
、
第
一
五
次
調
査
で
検
出
し
た
南
北
溝
の
続
き
で
、
北
流

す
る
。
Ａ
期
沼
沢
地
の
埋
立
土
を
〇
・
四
ｍ
ほ
ど
掘
り
下
げ
、
東
岸
は
急
勾
配

で
直
線
的
、
西
岸
は
緩
傾
斜
で
蛇
行
す
る
。
本
調
査
区
内
に
お
け
る
溝
幅
は
一

三
～
一
六
ｍ
で
、
調
査
区
北
部
で
西
側
に
広
が
る
。
同
溝
に
は
堤
状
の
突
出
部

Ｓ
Ｘ
四
一
一
一
・
Ｓ
Ｘ
四
一
一
二
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
第
一
五
次
調
査
で
検

出
し
た
Ｓ
Ｘ
四
〇
八
四
と
ほ
ぼ
等
間
隔
で
並
ぶ
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
を
横
断
す
る

た
め
の
土
橋
、
ま
た
は
水
流
を
緩
和
す
る
た
め
の
土
堤
（
水
制
）
で
あ
ろ
う
。

　
Ｓ
Ｘ
四
一
一
三
は
直
径
約
四
ｍ
の
円
形
土
坑
で
、
大
量
の
木
屑
を
含
む
。
元

来
は
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　
Ｓ
Ｄ
四
一
一
五
は
、
幅
約
一
二
一
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
三
ｍ
の
石
組
南
北
溝
で
、

下
層
に
は
砂
の
堆
積
す
る
幅
約
一
二
一
ｍ
の
素
掘
り
溝
が
存
在
す
る
。
な
お
、

第
一
五
次
調
査
区
西
北
隅
で
検
出
し
た
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
七
は
、
西
か
ら
東
流

し
北
へ
向
き
を
変
え
る
Ｓ
Ｄ
四
一
一
五
の
屈
曲
部
と
み
ら
れ
る
。

　
Ｓ
Ｘ
四
一
一
四
は
、
Ｓ
Ｄ
四
一
一
五
の
東
側
石
に
接
す
る
石
敷
で
あ
る
。
東

西
約
五
ｍ
、
南
北
約
二
ｍ
の
範
囲
に
径
約
二
〇
一
の
石
が
敷
か
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
四

一
一
五
と
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
の
間
を
通
路
と
し
て
舗
装
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

Ｂ
師
期
　
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
が
堆
積
土
に
よ
っ
て
埋
ま
っ
た
後
、
溝
・
土
坑
な
ど

が
設
け
ら
れ
る
時
期
。

　
Ｓ
Ｄ
四
一
二
Ｉ
は
、
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
〇
・
一
～
○
こ
Ｉ
ｍ
の
素
掘
り
溝
で
、

大
量
の
木
屑
が
堆
積
す
る
。
石
敷
Ｓ
Ｘ
四
一
一
四
付
近
よ
り
南
で
は
検
出
で
き

な
か
っ
た
。
調
査
区
の
西
辺
に
は
、
Ｓ
Ｄ
四
一
二
Ｉ
を
覆
い
、
さ
ら
に
広
範
囲

に
及
ぶ
薄
い
木
屑
層
が
存
在
す
る
。
Ｓ
Ｄ
四
一
二
Ｉ
に
は
流
水
に
よ
り
形
成
さ

れ
る
砂
層
が
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｃ
期
へ
の
造
成
工
事
の
工
程
で
掘
ら
れ
た
排
水

用
の
溝
が
埋
ま
っ
た
（
Ｓ
Ｄ
四
二
Ｉ
一
堆
積
土
）
後
、
そ
の
上
に
広
範
に
木
屑
を

廃
棄
し
た
（
木
屑
層
）
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
Ｓ
Ｘ
四
一
二
二
は
、
直
径
約
四
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
一
ｍ
の
円
形
土
坑
で
、
前

述
の
木
屑
層
を
切
っ
て
い
る
。

　
〔
Ｃ
期
〕
七
世
紀
末
。
調
査
区
全
体
が
整
地
さ
れ
た
後
、
溝
・
石
敷
な
ど
が
設

け
ら
れ
る
。

　
Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
は
、
既
往
の
調
査
で
検
出
し
た
北
流
す
る
南
北
溝
の
続
き
で
、

４－-
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表１　石神遺跡出土木簡点数

第15次調査木簡出土遺構 木簡 削屑 計
B期 B期造成j 陛地上 ６ ０ ６

SK4060 12 20 32

SK4064 14 121 135

SK4066 19 229 248

SK4069 26 499 525

SD4089　堆積土
暗灰色粘質シルト層 　　21

---･-　－
　　81

７ 28

有機質層 600 681

SD4089　埋立土 12 42 54

SD4090　堆積土
暗灰色粘質シルト層

灰色粗砂+灰色シルト層
25 109 134

有機質層 29 62 91

SD4090　埋立土 ９ ０ ９

SK4096 18 12 30

SK4097 19 232 251

C期 C期造成整地土 ４ ３ ７

SD1347A堆積土 60 280 340

SD1347B ２ 19 21

SD1347　埋立士 ３ ５ ８

SE4080 ０ 15 15

SB4070 ０ ２ ２

C期以降 SD4072 ９ ２ ｎ

SD4094 ２ ０ ２

SD4095 ５ ０ ５

その他 SK4063 １ １ ２

SD4071 １ ０ １

SK4061 １ ０ １

遺物包含層 ９ ２ 11

計 388 2262 2650

第16次調査木簡出土遺構 木簡 削屑 計
B期 B期造成整地土 ０ 71 71

SM090　堆積土

砂混紡質土 ３ 14 17

暗茶灰色粘土 14 ２ 16

木屑だまり 33 28 61

層位不明 ９ ４ 13

SD4090　埋立土 ４ ０ ４

SD4121 72 313 385

SX4113
－-●-　●
　　　０

-
　　　５

砂混粘質土 ３ ３

暗茶灰色粘土 ６ 11

SX4122 19 32 51

40 75 115不層層

C期 C期造成整地士 17 ０ 17

SD1347A堆積土 50 30 80

C期以降 SD4126 ２ ０ ２

その他 遺! 勿包含層 ７ ０ ７

計 279 574 853

南
北
道
路
Ｓ
Ｆ
四
二
〇
〇
の
西
側
溝
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｂ
期
の
Ｓ
Ｄ
四
〇

九
〇
を
埋
め
立
て
た
後
、
Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
の
掘
削
に
先
立
ち
、
幅
一
ｍ
以
上
、

深
さ
約
〇
・
三
ｍ
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
一
七
が
ま
ず
掘
削
さ
れ
る
。
つ
い
で
幅

約
五
ｍ
、
深
さ
〇
・
五
～
〇
・
八
ｍ
の
Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
Ａ
が
整
備
さ
れ
る
。
東

岸
の
南
端
と
中
程
部
に
は
護
岸
石
が
施
さ
れ
る
。
最
終
的
に
は
、
幅
約
一
ｍ
、

深
さ
約
〇
・
二
ｍ
の
Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
Ｂ
と
な
り
、
粗
砂
が
堆
積
す
る
。

　
Ｓ
Ｘ
四
コ
ー
四
は
、
前
述
の
Ｓ
Ｄ
四
二
一
七
を
埋
め
立
て
た
後
に
敷
設
し
た

石
敷
で
、
時
期
は
Ｃ
期
初
頭
に
は
遡
ら
な
い
。

　
Ｓ
Ｘ
四
〇
八
一
は
、
第
一
五
次
調
査
で
検
出
し
た
井
戸
周
辺
の
石
敷
の
続
き

と
考
え
ら
れ
る
。

〔
Ｃ
期
以
降
〕
奈
良
時
代
以
降
、
東
西
素
掘
り
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
二
六
が
掘
削
さ
れ

る
。
多
量
の
石
が
入
っ
て
お
り
、
水
田
耕

作
時
の
暗
渠
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
と
お
り
、
本
調
査
区
内
に
は
溝

・
土
坑
・
石
敷
な
ど
の
遺
構
を
確
認
し
た

の
み
で
、
い
ず
れ
の
時
期
に
も
建
物
は
存

在
し
な
い
。
ま
た
、
阿
倍
山
田
道
の
遺
構

も
確
認
で
き
ず
、
さ
ら
に
北
方
に
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
〔
木
簡
〕
木
簡
は
Ｂ
期
・
Ｃ
期
の
遺
構
を

中
心
に
出
土
し
た
。
木
簡
の
出
土
遺
構
と

点
数
は
表
―
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

前
号
で
未
報
告
で
あ
っ
た
第
一
五
次
調
査
出
土
木
簡
の
点
数
も
併
せ
て
掲
げ
た
。

両
調
査
と
も
整
理
が
進
行
中
で
あ
る
た
め
、
若
干
の
点
数
変
動
は
あ
り
得
る
。

　
Ｂ
田
期
で
は
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
の
堆
積
土
を
中
心
に
出
土
し
た
。
Ｓ

Ｄ
四
〇
九
〇
の
溝
底
に
は
榛
が
」
部
敷
か
れ
、
溝
底
の
一
部
に
は
浚
渫
時
の
掘

り
残
し
と
考
え
ら
れ
る
砂
混
粘
質
土
が
点
在
す
る
。
そ
の
後
、
均
質
な
暗
茶
灰

色
粘
土
が
約
○
こ
Ｉ
ｍ
堆
積
し
、
東
南
部
で
は
そ
の
上
層
に
木
屑
だ
ま
り
が
あ

る
。
木
簡
は
こ
れ
ら
の
各
層
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
特
に
暗
茶
灰
色
粘
土
と
木

屑
だ
ま
り
か
ら
多
く
出
土
し
た
。
土
坑
Ｓ
Ｘ
四
一
一
三
で
は
、
砂
混
粘
質
土
と

暗
茶
灰
色
粘
土
に
木
簡
が
含
ま
れ
て
い
た
。
同
土
坑
が
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇

と
一
体
化
し
て
い
た
時
期
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
期
の
造
成
整
地
土

か
ら
も
少
量
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｂ
㈲
期
で
は
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
Ｉ
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一
、
そ
の
上
を
広
く
覆
う
木
屑
層
、
土
坑
Ｓ
Ｘ
四
一
二
二
か
ら
出
土
し
た
。
Ｃ

期
造
成
整
地
土
出
土
の
木
簡
と
あ
わ
せ
、
Ｂ
期
廃
絶
～
Ｃ
期
造
成
の
工
事
の
過

程
で
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
Ｃ
期
で
は
、
Ｃ
期
の
造
成
整
地
土
、
お

よ
び
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
Ａ
の
堆
積
土
か
ら
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
他
、
東

西
溝
Ｓ
Ｄ
四
一
二
六
や
遺
物
包
含
層
か
ら
も
少
量
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

　
年
紀
を
持
つ
木
簡
は
以
下
の
一
一
点
を
確
認
し
た
。
k
1
7
0
「
乙
亥
年
」
（
天
武
四

年
〈
六
七
五
〉
）
、
k
1
7
4
「
戊
寅
年
」
（
天
武
七
年
〈
六
七
八
〉
）
、
翫
一
一
・
1
4
1
「
己
卯
年
」
（
天
武

八
年
〈
六
七
九
〉
）
、
k
1
7
6
「
庚
辰
年
」
（
天
武
九
年
（
六
八
〇
〉
）
、
胞
1
5
1
「
壬
午
年
」
（
天
武
一

一
年
〈
六
八
二
〉
）
、
k
1
6
2
「
丙
戌
年
」
（
朱
鳥
元
年
〈
六
八
六
〉
）
、
胞
一
哨
「
戊
子
年
」
（
持
統

二
年
〈
六
八
八
〉
）
、
翫
8
9
・
9
0
・
9
2
「
壬
辰
年
」
（
持
統
六
年
〈
六
九
二
〉
）
。
コ
ホ
リ
ー
サ
ト

の
表
記
は
「
評
－
五
十
戸
」
「
評
１
里
」
の
み
で
、
「
郡
」
表
記
は
皆
無
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
第
一
五
次
調
査
同
様
、
七
世
紀
後
半
の
天
武
・
持
統
朝
を
中
心
と
す
る

時
期
の
木
簡
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物
包
含
層
出
土
の

も
の
も
含
め
、
全
て
七
世
紀
の
木
簡
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。

　
木
簡
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
仕
丁
制
に
関
わ
る
Ｉ
群
が
目
立
つ
。
第

一
五
次
調
査
出
土
木
簡
と
あ
わ
せ
、
七
世
紀
の
仕
丁
制
の
実
態
を
考
え
る
上
で

格
好
の
素
材
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
定
木
〕
Ｃ
期
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
Ａ
堆
積
土
か
ら
、
木
簡
を
転
用
し
た

定
木
が
出
土
し
た
（
図
版
一
六
、
『
紀
要
二
〇
〇
四
』
参
照
）
。

　
法
量
は
（
一
〇
〇
）
・
（
二
七
）
・
五
（
皿
）
。
木
取
り
は
縦
材
の
板
目
取
り
。
下
端
は

切
り
折
り
。
左
右
に
切
欠
が
あ
る
。
墨
書
は
表
裏
に
確
認
で
き
（
釈
読
で
き
な

い
）
、
切
欠
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
。
左
側
の
切
欠
は
深
さ
六
皿
。
上
端
側
は

側
面
か
ら
垂
直
に
切
り
込
む
。
右
側
の
切
欠
は
深
さ
三
皿
。
複
数
の
切
欠
の
中

に
墨
痕
が
確
認
で
き
、
筆
先
の
形
状
が
そ
の
ま
ま
墨
痕
と
し
て
残
っ
て
い
る
箇

所
も
あ
る
。
ま
た
、
側
面
か
ら
浅
く
刃
を
入
れ
た
刻
み
目
が
左
側
に
三
ケ
所
、

右
側
に
Ｉ
ケ
所
あ
る
。
刻
み
目
は
表
裏
両
面
か
ら
見
え
る
よ
う
に
施
さ
れ
て
い

る
。
切
欠
・
刻
み
目
の
位
置
は
、
以
下
の
三
種
類
に
区
分
で
き
る
。

　
（
Ａ
）
左
側
の
切
欠
　
上
端
側
の
垂
直
に
切
り
込
ん
だ
位
置
で
測
る
と
、
上
端

　
　
　
か
ら
三
二
皿
（
一
寸
一
分
）
と
な
る
。

　
（
Ｂ
）
左
側
の
刻
み
目
　
上
端
か
ら
測
っ
て
二
〇
皿
（
七
分
）
・
四
〇
皿
（
一
寸
四

　
　
　
分
）
・
四
〇
皿
（
一
寸
四
分
）
の
間
隔
で
施
さ
れ
る
。
な
お
、
三
つ
目
の
刻
み

　
　
　
目
は
下
端
の
切
り
折
り
位
置
と
ほ
ぽ
重
な
っ
て
い
る
。

　
（
Ｃ
）
右
側
の
切
欠
・
刻
み
目
　
上
端
か
ら
二
六
皿
間
隔
で
切
欠
が
施
さ
れ
る

　
　
　
（
切
欠
の
底
の
位
置
で
計
測
）
。
一
つ
目
と
二
つ
目
の
切
欠
の
中
心
に
刻

　
　
　
み
目
が
」
つ
あ
る
。

　
こ
の
定
木
は
公
文
書
の
界
線
を
割
り
付
け
る
た
め
に
使
用
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
推
定
さ
れ
る
使
用
法
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
Ｉ
）
定
木
の
上
端
を
紙
の
上
端
に
合
わ
せ
、
Ａ
の
切
欠
を
利
用
し
て
紙
の
上

　
　
　
端
か
ら
一
寸
一
分
の
高
さ
に
ア
タ
リ
を
打
ち
、
天
界
を
引
く
。
地
界
も

　
　
　
同
様
に
定
木
を
用
い
て
、
下
端
か
ら
一
寸
二
分
の
高
さ
に
割
り
付
け
た

　
　
　
と
推
定
さ
れ
る
が
、
定
木
下
端
は
欠
損
す
る
た
め
不
明
で
あ
る
。

　
（
２
）
定
木
を
横
向
き
に
置
き
、
文
書
の
書
き
出
し
と
な
る
右
端
に
定
木
の
上

　
　
　
端
を
合
わ
せ
る
。
ま
ず
Ｂ
の
刻
み
目
を
使
用
し
て
右
端
か
ら
七
分
・
一

　
　
　
寸
四
分
・
一
寸
四
分
の
間
隔
で
縦
界
を
引
く
。
次
に
定
木
の
端
を
七
分

７－



　
　
　
左
に
ず
ら
し
て
一
寸
四
分
の
間
隔
で
縦
界
を
引
く
と
、
一
行
あ
た
り
七

　
　
　
分
間
隔
で
縦
界
を
割
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
３
）
定
木
を
縦
向
き
に
戻
し
、
Ｃ
の
切
欠
を
使
用
し
て
天
界
か
ら
二
六
皿
間

　
　
　
隔
で
ア
タ
リ
を
打
ち
、
横
界
を
引
く
。
次
に
Ｃ
の
刻
み
目
を
利
用
し
て

　
　
　
定
木
を
一
三
皿
上
に
ず
ら
し
、
二
六
皿
の
間
隔
で
ア
タ
リ
を
打
つ
と
、

　
　
　
一
三
皿
間
隔
で
段
下
げ
の
横
界
を
割
り
付
け
ら
れ
る
。

　
参
考
資
料
と
し
て
、
平
城
宮
第
一
三
六
次
調
査
（
一
九
八
一
年
度
）
で
出
土
し

た
定
木
を
紹
介
す
る
（
図
版
一
六
）
。
定
木
は
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
七
一
五
（
中
央
区
朝

堂
院
東
限
の
約
一
八
ｍ
東
を
南
流
す
る
排
水
路
）
か
ら
出
土
し
た
。
法
量
は
（
二

Ｉ
こ
・
八
・
四
（
皿
）
。
下
端
折
損
。
切
欠
は
右
側
に
六
ヶ
所
あ
り
、
間
隔
は
上
端

か
ら
二
六
・
一
三
こ
七
二
九
こ
七
・
八
二
（
皿
）
。
上
端
の
Ｉ
ケ
所
を
除
く
五
ケ

所
の
切
欠
の
中
に
墨
痕
が
残
る
。
表
面
に
墨
書
が
あ
る
。
釈
文
は
「
右
口
」
。

　
〔
封
絨
木
簡
〕
Ｂ
期
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
（
堆
積
土
）
木
屑
だ
ま
り
か
ら
、

封
絨
木
簡
が
二
点
出
土
し
た
（
図
版
一
六
）
。

　
封
絨
木
簡
Ａ
は
三
片
に
分
離
す
る
。
上
二
片
は
Ｑ
Ｆ
７
９
’
下
一
片
は
翌
ｊ
と
、

や
や
離
れ
た
場
所
で
出
土
し
た
。
法
量
は
二
二
四
・
四
丁
三
（
皿
）
。

　
封
絨
木
簡
Ｂ
は
二
片
に
分
離
す
る
。
と
も
に
ｑ
ｇ
か
ら
出
土
し
た
。
法
量
は

（
一
四
一
）
・
四
二
・
四
（
皿
）
。

　
二
点
と
も
に
、
片
面
は
調
整
面
、
他
方
の
面
は
割
り
の
ま
ま
の
粗
面
で
あ
る

（
写
真
は
い
ず
れ
も
調
整
面
）
。
切
欠
は
左
右
両
側
面
に
三
ケ
所
ず
つ
施
さ
れ
て

い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
廃
棄
の
方
法
も
共
通
し
て
お
り
、
木
目
方
向
に
刃
を
入

れ
た
後
、
上
下
に
折
る
。
二
点
と
も
に
墨
書
は
確
認
で
き
な
い
。

　
封
絨
木
簡
は
二
枚
を
一
組
と
し
て
用
い
る
。
一
枚
の
原
材
を
整
形
し
て
二
枚

に
割
っ
て
作
る
た
め
、
粗
面
同
士
が
接
合
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
（
佐
藤
信
「
封

絨
木
簡
考
」
　
『
日
本
古
代
の
宮
都
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
。
Ａ

・
Ｂ
を
粗
面
同
士
で
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
切
欠
の
位
置
と
形
状
は
三
ケ
所
で
ほ

ぼ
一
致
す
る
。
よ
っ
て
Ａ
・
Ｂ
は
一
組
の
封
絨
木
簡
を
構
成
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
切
欠
の
位
置
を
基
準
に
し
て
二
枚
を
合
わ
せ
る
と
、
Ａ
の

方
が
上
端
が
短
く
、
頭
が
揃
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
材
を
二
枚
に
割
っ
た

後
に
若
干
の
整
形
を
行
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
〔
そ
の
他
の
遺
物
〕
墨
書
土
器
一
〇
点
、
針
書
土
器
四
点
、
箆
書
土
器
一
五
点

が
出
土
し
た
。
墨
書
土
器
に
は
、
「
物
ア
連
」
（
須
恵
器
坏
Ｂ
、
底
部
外
面
、
飛

鳥
Ⅳ
、
遺
物
包
含
層
、
宕
Ｘ
）
、
「
五
十
上
」
（
土
師
器
皿
Ａ
、
底
部
外
面
、
遺

物
包
含
層
、
心
コ
に
）
、
「
口
口
〔
佐
ヵ
〕
ホ
ロ
ロ
」
（
土
師
器
坏
Ｃ
Ⅲ
、
底
部
外

面
、
飛
鳥
Ⅳ
～
・
Ｖ
、
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
堆
積
土
木
屑
だ
ま
り
、
Ｑ
Ｈ
７
９
）
’
「
矢
口
」

（
土
師
器
坏
Ｃ
Ⅱ
、
底
部
外
面
、
飛
鳥
Ⅳ
～
Ｖ
、
Ｃ
期
造
成
整
地
土
、
召
Ｓ
）
。

　
「
文
」
（
須
恵
器
、
外
面
、
時
期
不
明
、
遺
物
包
含
層
、
ｇ
ｊ
）
、
「
丈
」
（
須
恵

器
蓋
、
飛
鳥
Ⅳ
～
・
Ｖ
、
木
屑
層
、
Ｑ
Ｈ
７
９
）
’
「
丈
」
（
須
恵
器
坏
Ｂ
、
底
部
外
面
、

飛
鳥
Ｖ
、
遺
物
包
含
層
、
Ｑ
Ｈ
７
９
）
な
ど
と
記
し
た
も
の
が
あ
る
。

　
そ
の
他
、
木
簡
と
共
伴
す
る
遺
物
と
し
て
、
大
量
の
土
器
（
飛
鳥
Ⅳ
・
Ｖ
が
主

体
）
、
木
製
品
（
工
具
、
農
具
、
紡
績
具
、
服
飾
具
、
容
器
、
寵
編
物
、
遊
戯
具
、

楽
器
、
祭
祀
具
、
部
材
な
ど
）
、
金
属
器
（
銅
人
形
、
銅
刀
装
具
、
鉄
釘
、
鉄
板
、

銅
銭
な
ど
）
、
石
・
土
製
品
、
動
植
物
遺
存
体
な
ど
が
あ
る
。

　
以
上
、
発
掘
調
査
の
詳
細
は
『
紀
要
二
〇
〇
四
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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第
一
一
五
次
調
査
「
藤
原
京
左
京
七
条
」
坊
西
南
坪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｍ
Ｄ
地
区
　
二
〇
〇
一
年
四
月
～
一
〇
月

　
本
調
査
出
土
の
木
簡
は
、
本
誌
十
六
・
十
七
号
で
報
告
し
た
。
池
状
遺
構
Ｓ

Ｇ
五
〇
一
の
Ｈ
１
１
６
　
・
　
Ｈ
Ｊ
１
６
地
区
か
ら
は
多
量
の
削
屑
（
約
九
六
〇
〇
点
）
が
出
土

し
て
い
る
。
本
号
で
は
、
５
ぷ
地
区
出
土
の
削
屑
の
一
部
を
報
告
す
る
。
な
お
、

次
号
以
降
も
続
け
て
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

山
田
寺
第
一
・
二
・
四
・
七
・
八
次
調
査

　
　
　
　
　
　
５
Ｂ
Ｙ
Ｄ
地
区
　
一
九
七
六
年
四
月
～
一
〇
月
　
　
　
（
第
一
次
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
一
月
～
七
月
　
　
　
　
（
第
二
次
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年
八
月
～
八
三
年
一
月
　
（
第
四
次
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年
一
〇
月
～
九
〇
年
二
月
（
第
七
次
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
年
八
月
～
こ
一
月
　
　
　
（
第
八
次
）

　
山
田
寺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
本
誌
七
号
に
お
い
て
第
四
次
調
査
出
土

分
を
、
同
十
号
に
お
い
て
第
七
・
八
次
調
査
出
土
分
を
報
告
し
た
。
そ
の
後
、

正
式
な
発
掘
調
査
報
告
書
と
し
て
『
学
報
』
を
刊
行
し
、
第
一
こ
一
次
調
査
に

お
け
る
木
簡
の
出
土
を
新
た
に
公
表
、
既
発
表
の
木
簡
に
つ
い
て
も
釈
文
の
一

部
を
変
更
し
た
。
と
こ
ろ
が
『
学
報
』
刊
行
後
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
赤
外
線

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
木
簡
の
再
撮
影
や
、
整
理
に
と
も
な
う
再
検
討
な
ど

に
よ
り
、
『
学
報
』
の
内
容
を
一
部
訂
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
訂
正
分

に
つ
い
て
本
号
で
報
告
す
る
。
本
号
と
既
刊
行
物
と
の
木
簡
番
号
対
照
表
を
掲

げ
て
お
く
（
表
２
）
。
以
下
、
木
簡
出
土
遺
構
と
点
数
を
次
数
別
に
記
す
。

表２　山田寺出土木簡番号対照表〔
第
一
次
〕
塔
東
側
に
拡
が
る
Ｉ
〇
世
紀
の
バ
ラ
ス
敷
か
ら
二
点
出
土
し
た
。

バ
ラ
ス
敷
は
、
粘
土
・
砂
互
層
堆
積
Ａ
こ
一
世
紀
前
半
に
東
面
回
廊
を
倒
壊
さ

せ
た
土
砂
崩
れ
の
流
入
土
）
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
る
。

　
〔
第
二
次
〕
金
堂
の
東
南
隅
近
辺
で
、
こ
一
世
紀
後
半
の
火
災
に
と
も
な
う
焼

土
層
下
か
ら
二
点
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
削
屑
で
あ
る
。
焼
土
層
の
下
に
は
粘

土
・
砂
互
層
堆
積
Ａ
が
あ
る
。

　
〔
第
四
次
〕
東
面
大
垣
東
側
の
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
五
三
一
の
堆
積
土
上
層
か
ら
一
点
、

同
下
層
か
ら
一
点
、
同
溝
よ
り
約
二
ｍ
東
の
暗
灰
色
砂
土
（
粘
土
・
砂
互
層
堆
積

Ａ
に
相
当
）
か
ら
一
点
、
計
三
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
五
三
一
は
東
面
大
垣
の
約
五
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ｍ
東
に
あ
る
南
北
溝
で
、
七
世
紀
後
半
に
掘
削
さ
れ
、
八
世
紀
中
頃
に
は
埋
没

し
た
。
な
お
、
ｋ
一
一
一
に
つ
い
て
は
、
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
釈
文
の

再
検
討
を
行
な
っ
た
結
果
、
山
田
寺
の
法
号
で
あ
る
「
浄
土
寺
」
の
文
字
を
釈

読
で
き
た
（
『
紀
要
二
〇
〇
四
』
参
照
）
。

　
〔
第
七
次
〕
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
六
一
九
か
ら
四
八
点
（
う
ち
削
屑
四
一
点
）
出
土
し
た
。

こ
の
溝
は
山
田
寺
創
建
整
地
土
よ
り
も
古
い
遺
構
で
あ
り
、
七
世
紀
前
半
か
ら

中
頃
ま
で
機
能
し
た
。
南
門
の
南
側
付
近
を
通
過
し
て
い
た
道
路
（
阿
倍
山
田
道

の
枝
路
も
し
く
は
迂
回
路
）
の
北
側
溝
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
は
溝
の
北
岸

か
ら
集
中
的
に
出
土
し
た
。
な
お
、
本
次
調
査
で
出
土
し
た
「
城
」
字
を
連
書

す
る
削
屑
（
ｋ
ｗ
一
～
3
0
9
）
は
、
全
て
材
質
と
書
体
が
よ
く
似
て
お
り
、
同
一
の

木
簡
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　
〔
第
八
次
〕
宝
蔵
Ｓ
Ｂ
六
六
〇
Ｂ
の
基
壇
上
面
か
ら
一
点
、
宝
蔵
西
側
雨
落
溝

Ｓ
Ｄ
六
六
四
Ｂ
か
ら
六
点
、
黒
灰
色
粘
質
土
（
粘
土
・
砂
互
層
堆
積
Ａ
に
相
当
）

か
ら
一
点
、
計
八
点
出
土
し
た
。
k
3
1
2
は
『
学
報
』
な
ど
の
既
刊
行
物
で
は
宝

蔵
基
壇
上
出
土
と
し
て
い
た
が
、
宝
蔵
の
西
北
隅
か
ら
北
西
方
向
に
約
五
ｍ
離

れ
た
地
点
の
黒
灰
色
粘
質
土
か
ら
出
土
し
た
こ
と
が
こ
の
た
び
判
明
し
た
。
宝

蔵
の
周
囲
を
め
ぐ
る
雨
落
溝
の
水
は
北
西
方
向
に
排
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
下
流

に
あ
た
る
位
置
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
他
の
七
点
の
木
簡
と
同
様
、
本
来
宝
蔵

に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
一
　
一
世
紀
前
半
の
土
砂
崩
れ
に
よ
る
宝
蔵
倒
壊
の
結

果
、
こ
の
位
置
ま
で
押
し
流
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
発
掘
調
査
全
体
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
学
報
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

飛
廃
寺
南
方
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｋ
Ｂ
地
区
　
一
九
八
四
年
七
月

　
調
査
地
は
飛
鳥
寺
瓦
窯
の
南
約
九
〇
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。
飛
鳥
京
跡
第
ニ
ハ

次
調
査
地
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
の
す
ぐ
北
側
に
あ
た
る
。
農
業
用

倉
庫
新
築
に
と
も
な
う
事
前
調
査
で
あ
る
。

　
東
西
三
ｍ
・
南
北
八
ｍ
の
調
査
区
を
設
定
し
、
七
世
紀
中
頃
以
後
の
榛
敷
、

藤
原
宮
期
以
後
の
南
北
素
掘
り
溝
・
土
坑
、
中
世
以
後
の
東
西
溝
な
ど
を
検
出

し
た
。
断
面
観
察
に
よ
る
と
、
丘
陵
地
谷
筋
の
自
然
流
路
埋
土
と
推
定
さ
れ
る

暗
灰
色
粘
土
層
上
に
、
厚
さ
約
一
〇
｀
の
黄
褐
色
山
土
を
積
ん
で
整
地
し
た
後
、

小
形
の
榛
を
や
や
乱
雑
に
敷
い
て
榛
敷
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
榛
敷
は
、
飛

鳥
京
跡
第
二
八
次
調
査
（
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
で
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
木
簡
は
暗
灰
色
粘
土
層
か
ら
一
点
が
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
は
、
七
世
紀
前

半
～
中
頃
の
土
器
、
銅
鉱
滓
、
瓦
片
、
木
片
な
ど
で
あ
る
。

　
な
お
本
調
査
区
は
、
一
九
九
二
年
度
よ
り
仮
称
し
て
い
る
「
飛
鳥
寺
南
方
遺

跡
」
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
。
「
飛
鳥
寺
南
方
遺
跡
」
と
は
、
北
を
飛
鳥
寺
の
寺

域
南
限
、
南
を
伝
承
飛
鳥
板
蓋
宮
の
北
限
（
未
確
定
）
、
東
を
酒
船
石
が
存
在
す

る
丘
陵
、
西
を
飛
鳥
川
に
よ
っ
て
画
さ
れ
た
平
坦
部
に
所
在
す
る
、
七
世
紀
代

の
遺
構
群
を
仮
称
し
た
も
の
で
あ
る
（
『
飛
鳥
寺
南
方
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
　
一

九
九
五
年
）
。

　
発
掘
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
　
一
五

（
一
九
八
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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飛
鳥
寺
南
方
遺
跡
第
一
・
三
次
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｋ
Ｂ
地
区
　
第
一
次
　
一
九
九
二
年
こ
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
次
　
一
九
九
三
年
二
～
三
月

　
飛
鳥
寺
瓦
窯
の
南
約
」
五
〇
ｍ
の
地
点
に
お
け
る
調
査
で
、
前
述
の
飛
鳥
寺

南
方
の
調
査
地
（
一
九
八
四
年
度
）
の
南
東
に
位
置
す
る
。
既
に
本
誌
十
一
号
で

木
簡
一
点
の
釈
文
を
報
告
し
た
が
（
本
号
k
3
1
4
）
、
こ
の
た
び
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
を
用
い
て
釈
文
の
再
検
討
を
行
な
っ
た
の
で
、
そ
の
成
果
を
報
告
す
る
。

木
簡
の
出
土
点
数
は
、
本
誌
十
一
号
で
は
一
四
点
（
う
ち
削
屑
九
点
）
と
し
た
が
、

k
3
1
7
と
本
来
同
一
の
木
簡
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
削
屑
六
点
は
現
状
で
は
接
続

し
な
い
た
め
、
二
〇
点
（
う
ち
削
屑
一
五
点
）
と
あ
ら
た
め
る
。
木
簡
の
次
数
別

の
内
訳
は
、
第
一
次
調
査
が
四
点
、
第
三
次
調
査
が
二
六
点
（
う
ち
削
屑
一
五

点
）
で
あ
る
。

　
木
簡
は
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
初
頭
頃
の
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
か
ら
出
土
し
た
。

こ
の
溝
は
岡
の
丘
陵
か
ら
流
れ
込
む
水
を
受
け
、
北
へ
流
す
た
め
の
基
幹
排
水

路
で
あ
る
。
同
溝
の
南
延
長
部
は
、
飛
鳥
京
跡
第
一
五
〇
次
調
査
（
橿
原
考
古
学

研
究
所
）
や
酒
船
石
遺
跡
第
九
こ
○
こ
五
こ
八
こ
九
次
調
査
（
明
日
香
村
教

育
委
員
会
）
で
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
酒
船
石
遺
跡
の
調
査
で
は
、
同
溝
か
ら
七

世
紀
後
半
～
八
世
紀
初
頭
頃
の
木
簡
が
四
〇
〇
点
以
上
出
土
し
て
い
る
（
明
日
香

村
教
育
委
員
会
『
明
日
香
村
遺
跡
調
査
概
報
　
平
成
八
年
度
』
　
一
九
九
八
年
、

『
同
平
成
九
年
度
』
　
一
九
九
九
年
、
『
同
平
成
一
四
年
度
』
二
〇
〇
四
年
）
。

　
発
掘
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
誌
十
一
号
の
ほ
か
、
『
飛
鳥
寺
南
方
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
』
（
一
九
九
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

飛
鳥
藤
原
第
一
〇
四
次
調
査
（
山
田
道
第
八
次
）

　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｍ
Ｄ
地
区
　
一
九
九
九
年
一
二
月
～
二
〇
〇
〇
年
二
月

　
調
査
地
は
、
奥
山
廃
寺
の
南
東
約
三
〇
〇
ｍ
に
位
置
し
、
藤
原
京
条
坊
で
は

左
京
十
二
条
五
坊
東
北
坪
・
同
六
坊
西
北
坪
に
相
当
す
る
。
県
道
橿
原
神
宮
東

口
停
車
場
飛
鳥
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
、
三
六
三
�
を
発
掘
し
た
。

　
な
お
、
県
道
の
工
事
に
伴
う
山
田
道
の
調
査
は
現
在
ま
で
に
計
一
〇
次
を
数

え
る
。
ま
た
、
石
神
遺
跡
の
調
査
で
は
、
飛
鳥
寺
寺
域
北
限
か
ら
県
道
の
南
約

六
〇
ｍ
の
地
点
ま
で
の
範
囲
を
発
掘
済
で
あ
る
が
、
古
代
の
阿
倍
山
田
道
の
遺

構
は
未
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
調
査
区
は
現
在
の
道
路
と
水
路
に
よ
っ
て
東
区
・
中
区
・
酉
二
～
三
区
の
五

区
に
分
か
れ
る
。
木
簡
は
、
百
二
区
で
検
出
し
た
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
八
〇
か
ら

一
点
が
出
土
し
た
。
溝
の
規
模
は
幅
二
ｍ
以
上
、
深
さ
一
二
一
ｍ
。
南
の
丘
陵

部
か
ら
北
へ
延
び
る
浅
い
谷
の
中
央
部
に
あ
る
。
溝
の
堆
積
層
か
ら
、
木
簡
一

点
の
ほ
か
、
木
製
品
、
飛
鳥
Ｉ
を
主
体
と
す
る
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。
溝
の

埋
没
年
代
は
七
世
紀
中
頃
を
下
ら
な
い
時
期
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
墨
痕
明
瞭

だ
が
、
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
習
書
も
し
く
は
筆
慣
ら
し
の
類
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
二
〇
〇
〇
Ｉ
Ｕ
』
（
二
〇
〇
〇
年
）

で
は
同
溝
か
ら
付
札
と
同
様
の
加
工
の
あ
る
木
簡
状
木
製
品
が
出
土
し
た
と
報

告
し
た
が
、
そ
の
後
の
整
理
に
よ
り
、
付
札
で
は
な
く
部
材
の
破
片
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

　
発
掘
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
二
〇
〇

〇
－
ｎ
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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二
、
凡
　
例

（
一
）
木
簡
は
内
容
に
よ
り
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
排
列
す
る
の
を
原

　
　
則
と
し
、
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

（
二
）
釈
文
の
漢
字
は
概
ね
現
行
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、
「
賓
」
「
抹
」

　
　
　
「
閏
」
　
「
責
」
　
「
狸
」
　
「
営
」
　
「
ツ
」
　
「
ア
」
　
「
マ
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　
　
こ
の
字
体
を
用
い
た
。
な
お
「
部
」
の
異
体
字
で
あ
る
「
ア
」
と
「
マ
」

　
　
の
違
い
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
三
）
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○　　゛
碁

争口
口
口

Γ
レ
ー
」

口
　
口

口
　
口

「
　
　
」

■
■
■

Ｊ
＾

ｗ
V

木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
直
接
接
続
せ
ず
、
中
間
の
一
字
以
上

が
不
明
な
こ
と
を
示
す
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
、
上
ま
た
は
下
に
一
宇
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た

も
の
。

異
筆
、
追
筆
。

抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

抹
消
部
分
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左
傍
に
付

し
た
。

〔
×
〕
　
文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所

　
　
　
　
の
左
傍
に
・
を
付
し
、
原
字
を
上
の
要
領
で
右
傍
に
示
し
た
。

カ　，へ　　ｍ　　¬

W　　Ｗ

合
点
。

校
訂
註
の
う
ち
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。

右
以
外
の
校
訂
註
、
お
よ
び
説
明
註
。

編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

　
マ
ヽ
　
　
文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
難
い
も
の
。

（
四
）
釈
文
下
の
右
行
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を

　
　
示
す
（
単
位
は
皿
）
。
欠
損
・
二
次
的
整
形
の
場
合
、
現
存
部
分
の
法
量
を

　
　
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
長
さ
・
幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に
よ
る
。

（
五
）
釈
文
下
の
右
行
中
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。

　
　
な
お
端
と
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

　
２
｝
型
式
　
長
方
形
の
材
（
方
頭
・
圭
頭
な
ど
も
こ
れ
に
含
め
る
）
の
も
の
。

　
回
｀
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

　
回
心
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失

　
　
　
　
　
　
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
ｏ
ｎ
　
・
　
０
１
５
　
・
　
０
３
２
　
・
　
０
４
１
　
・
　
０
５
１
型
式
の
い

　
　
　
　
　
　
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

ｇ
｝
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

呂
に
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

Ｓ
｝
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。
方
頭

　
　
　
　
　
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

Ｓ
｀
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

12 －
-



ｏ
Ｓ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら

　
　
　
　
　
せ
た
も
の
。

Ｓ
｀
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折

　
　
　
　
　
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
呂
｝

　
　
　
　
　
ふ
３
２
　
・
　
０
３
３
　
・
　
０
４
３
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

ぽ
｝
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た

　
　
　
　
　
も
の
。

ぽ
｀
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、
左

　
　
　
　
　
右
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

ｉ
Ｑ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
す
る
が
、

　
　
　
　
　
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ
回
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕

　
　
　
　
　
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
Ｓ
？
呂
｝
型
式

　
　
　
　
　
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

呂
｝
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
（
　
）
内
に
製
品
名

　
　
　
　
　
を
註
記
し
た
。

⇔
呂
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

畠
‘
型
式
　
折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

§
｛
型
式
　
削
屑
。

　
（
　
）
内
の
番
号
は
二
次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
で
き
る
原
型
の
型
式
。

（
六
）
釈
文
下
の
右
行
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・

　
　
数
字
）
を
記
し
た
。
Ｚ
は
地
区
不
明
を
示
す
。
複
数
の
地
区
か
ら
出
土
し
た

　
　
破
片
が
接
続
し
た
も
の
は
地
区
名
を
併
記
し
た
。

（
七
）
釈
文
の
出
土
地
点
下
に
付
し
た
「
″
」
印
は
、
口
絵
図
版
に
写
真
を
掲
げ
た

　
　
木
簡
を
示
す
。
例
え
ば
「
芯
」
は
「
図
版
二
」
に
対
応
す
る
。

（
八
）
釈
文
下
の
左
行
に
、
木
簡
の
原
形
を
保
持
し
な
い
部
分
の
形
状
に
関
す
る

　
　
注
記
な
ど
を
施
し
た
。
そ
の
際
、
木
簡
の
「
上
端
」
　
「
下
端
」
　
「
左
辺
」

　
　
　
「
右
辺
」
を
「
上
」
　
「
下
」
　
「
左
」
「
右
」
と
略
記
し
た
。

（
九
）
地
名
表
記
を
持
つ
木
簡
の
一
部
に
つ
い
て
、
『
和
名
類
聚
抄
』
に
も
と
づ

　
　
い
て
地
名
を
推
定
し
た
。
推
定
地
名
は
説
明
註
と
し
て
釈
文
右
行
に
記
し
、

　
　
『
和
名
類
聚
抄
』
本
文
に
記
載
の
な
い
地
名
に
つ
い
て
は
【
　
】
で
表
現
し

　
　
た
。
な
お
、
地
名
推
定
に
際
し
て
は
、
池
遵
賓
『
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
騨

　
　
名
考
鐙
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

　
木
簡
の
釈
読
は
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
市
大
樹
・
竹
内
亮
が
行
な
い
、

編
集
に
際
し
て
は
阿
部
健
太
郎
・
池
尾
直
洋
・
遠
藤
慶
太
・
大
井
喜
代
・
桑
原

佳
子
・
佐
藤
健
太
郎
・
嶋
原
久
尚
・
高
村
勇
士
・
中
橋
玲
子
・
額
田
政
男
・
堀

内
千
嘉
・
芳
之
内
圭
の
各
氏
の
協
力
を
得
た
。
写
真
撮
影
に
は
井
上
直
夫
が
あ

た
り
、
現
像
・
焼
付
に
は
岡
田
愛
氏
が
協
力
し
た
。
図
版
作
成
に
は
稲
田
登
志

子
氏
の
助
力
を
得
た
。
本
書
の
編
集
は
市
大
樹
・
竹
内
亮
が
担
当
し
た
。
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１

ｔ

第
一
二
八
次
調
査
（
５
Ａ
Ｊ
Ｇ
地
区
）

　
　
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
随
カ
〕

Ｉ
・
恐
々
還
申
我
主
我
尊
御
心
口
賜
口
口

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
屯
カ
〕

可
慈
給
其
食
物
者
皆
口
仰
旨
待
侍
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
０
－
３
６
－
２
　
　
　
　
Ｏ
ｉ
ｌ
　
　
　
　
　
Ｅ
Ｂ
６
９
　
　
　
　
＊
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
中
・
左
下
欠
。

　
　
〔
月
カ
〕

７
　
ロ
ー
日
記
出
雲
口

0
９
１
　
　
　
　
Ｅ
Ｆ
７
０
　
　
　
　
＊
６

ｏ
Ｑ
｛
　
　
吻
巴
。
０

８
　
夜
不
仕
人
猪
手
列
丸
マ
国
足
　
　
　
１
４
１
－
：
ｉ
ｌ
’
２
　
　
　
　
ｏ
ｉ
ｌ
　
　
　
　
　
Ｅ
Ｆ
７
０
　
　
　
　
＊
３

　
　
　
　
　
　
　
〔
今
　
可
カ
〕

２
・
右
衛
士
府
移
口
日
口
口

　
・
大
国
　
大
賓
三
年
口
　
　
　
　
｛
｝
旨
）
・
ｇ
）
ふ
　
゜
３
　
９
召
　
芯
　
　
　
　
　
　
　
｀
仁
升
カ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
折
レ
ヽ
左
右
割
゛
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
・
辛
犬
夕
口
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
八
月
十
四
日

３
・
口
　
口
口
口

　
〔
太
　
　
ニ
カ
〕

　
・
口
賓
口
年
口
月

　　４

●　　　●
　　口

　　巳－、

　　口者

ロロカ

５
　
太
賓
元
年

　
〔
田
カ
〕

口
口
口

(
１
０
３
）
－
（
６
）
－
４
　
　
　
　
０
５
１
　
　
　
　
Ｅ
Ｅ
７
０
　
　
　
　
＊
５

四
周
二
次
的
整
形
、
４
卜
同
一
簡
カ
。

｛
｝
§
）
・
（
Ｓ
）
・
｀
　
呂
｝
　
回
き
　
ぷ

　
四
周
二
次
的
整
形
、
３
卜
同
一
簡
カ
。

0
９
１
　
　
　
　
Ｅ
Ｆ
７
０
　
　
　
　
＊
６

10

y
ｙ
－
ｌ
Ｙ
－
ｌ
ｉ
　
　
　
　
Ｏ
ｉ
ｌ
　
　
　
　
Ｅ
Ｅ
７
０
　
＊
３

〔
嶋
身
カ
〕

　
口
口
列
忍
海
ア
子
末
呂
　
　
　
　
　
ｌ
ｂ
ｂ
’
２
ｂ
’
５
　
　
　
　
　
Ｏ
ｉ
ｌ
　
　
　
　
　
Ｅ
Ｄ
６
９
　
　
　
　
　
＊
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
坦
カ
〕

Ｈ
・
口
連
部
世
三
　
嶋
身
部
口
四
口
口

・
坦
七
　
五
月
廿
四
日

1
2
・
五
背
部
升
三
百
嶋
部
六

　
・
　
　
　
五
月
廿
四
日

l
ｂ
ｙ
－
Ｉ
ｔ
）
－
２
　
　
　
　
ｏ
ｉ
ｌ
　
　
　
　
Ｅ
Ｂ
６
９
　
　
　
　
＊
２

i
ｂ
ｌ
’
２
２
＾
'
６
　
　
　
　
Ｏ
ｉ
ｌ
　
　
　
　
　
Ｅ
Ｂ
６
９
　
　
　
　
＊
２
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1
3
「
直
」
　
　
「
口
」

　
　
　
五
背
口
田
ア
ロ

　
　
　
　
　
〔
須
カ
〕

　
　
　
　
　
　
〔

1
4
・
口
口
部

　
・
口
　
口

15

　●　__-

口石

こ口廿
カ

Ｊ口
口
部

口六
口月

　ｒ'‘｀ゝ

口部

　カ

け-j

・
口

　
　
　
　
ロ
ヱ
￥

　
「
￥
Ｚ
’
Ｚ
’
７
」

　ｒ-X
口廿

　カ

ロ｀-j

口廿

口口

　カ

　v_/

ら

卜･４下
Ｓ
）
・
（
Ｓ
）
ふ

二
次
的
剥
ギ
、

1
４
０
－
（
５
）
－
２

左
右
割
レ
。

　大
がーロ
ロー
ロ赤口

口秦
ロカロ
ローｊ

　
（
＆
）
　
　
】
…
ｉ
一
’
ｏ

左
割
レ
。

ｏ
２
’

口
　
　
口

1
6
・
（
剥
離
）
口
口
口
口
口
　
口
口
部
口

　
・
口
口
口
口
　
口
　
口
　
口
　
口
口

　　１７

●　ｍ　　●

口片目

九カロ．－、

　　゛口廿

　－､ロカ
J口

口

1
8
　
口
廿
五
　
六
十
七

口
口
口

(
４
３
０
）
・
４
１
＊
４

上
折
レ
。

　ｍ口坦

　カ

　Ｊ

Ｍ
巴
。
０

（
》
）
″
ｗ

（
２
０
）
・
（
Ｑ
）
＆
　
ｏ
ａ

上
下
折
レ
、
左
右
割
レ
。

（
ｇ
）
・
（
二
）
・
｀
　
§
｝

下
折
レ
、
左
右
割
レ
。

ら

ヽヽｌ上
0
）
－
（
１
４
）
－
２
　
　
　
　
０
８
１

下
折
レ
、
右
割
レ
。

曇

Cみ）

曇

C,s］

E
Ｆ
７
０

Ｍ
コ
。
０

｀
肖
、
一
’
（
）

Ｍ
｝
ぶ
Ｏ

（
大
和
国
忍
海
郡
）

　　　　19

．、得
置口麻

カ安呂口
　
忍
海
評
」

末
呂

〕

20

２口忍
口海
にn H*-
ロカ　之

　し./

（
大
和
国
葛
下
郡
山
直
郷
）

　
口
葛
木
下
郡
山
ア
里
口
田
口

　
　
（
大
和
国
葛
下
郡
）

　
　
　
　
　
〔
葛
カ
〕

2
1
　
口
　
口
木
下
郡

22

（
山
城
国
宇
治
郡
大
国
郷
）

　
　
　
口
口

　
口
　
口
治
郡
大

　
　
（
下
野
国
那
須
郡
）

2
3
　
奈
須
郡
口

　
　
（
丹
波
国
天
田
郡
雀
部
郷
）

　
　
　
　
　
　
〔
阿
カ
〕
　
〔
雀
力
〕

2
4
　
旦
波
国
口
麻
太
郡
口
王
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